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１．現在と将来の年齢別の人口構成

●2015年では男女
ともに釣り鐘型だ
が、2045年には男
女ともにつぼ型と
なる。
●2015年を全国と
比較すると20～39
歳が少ない反面、
55歳以上は多く、
全国と比べても高
齢化率が高いこと
がわかる。

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
※2015年の全国値=全国の年齢別人口の実数×千曲市の総人口÷全国の総人口



２．総人口・年齢３区分別人口

●市の総人口は2000年の64,549人をピークに、2015年には4,251人減少した。
●老年人口の割合が上昇傾向にある一方で、年少人口割合および生産年齢割合は低下傾向にある。

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
（注）年齢不詳人口があるため、年齢３区分別人口の合計と総人口が一致しない
（注）割合は年齢不詳人口を除いて算出



３．夜間人口と昼間人口

●千曲市は夜間人口の方が昼間人
口よりも多く、通勤・通学者が市
外に流出しているが、その差は
年々減少している。
●平成27年は他市からの通勤者及
び通学者の増加、他市への通学者
の減少が人口差の減少に寄与した
●平成27年の夜間人口と昼間人口
の差の内、約8割は通勤者。
●県内他市町村に出ている通勤者
の内64％が⾧野市。

出典：総務省「国勢調査」

通勤者・通学者の増減の内訳
平成17年 平成22年 平成27年

通勤者 増減 -4,328 -4,096 -3,580

他市へ 11,484 11,474 11,566

うち県内 11,435 11,429 11,358

うち県外 49 45 208

他市から 7,156 7,378 7,986

うち県内 7,107 7,329 7,907

うち県外 49 49 79

通学者 増減 -1,223 -1,226 -912

他市へ 2,074 2,095 1,966

うち県内 2,073 2,081 1,796

うち県外 1 14 170

他市から 851 869 1,054

うち県内 850 869 1,053

うち県外 1 0 1

平成27年



４．人口動態

●令和２年中の自然動態は、出生数３４２人、死亡数７７７人で４３５人減少し、自然減が続いている。
●出生者数は年々減少傾向にあり、昨年とほぼ同様の低い出生数となった。
●令和２年中の社会増減は１１０人（転出者数より転入者数は１１３人多い：転入超過）となった。
●転入超過（社会増）は平成２８(２０１６)年以来５年連続となっているが、県内他市町村からの転入超過に
よるもので、県外への転出超過には変化がない。
●令和２年は新型コロナウイルス感染症の影響により外国人が減少（ʷ４１人）した。令和元年の社会増１
２６人のうち外国人が５０人であったことから、令和２年の社会増は日本人の大幅な増加がみられる。

※その他増減数は、職権記載・転出取り消し・消除等の手続きによるもの

出典：⾧野県「毎月人口異動調査」

社会動態（県外との移動）

自然増減数 社会増減数

転入-転出

出生 死亡 （うち県外） 転入 (うち県外) 転出 (うち県外)

平成25年（2013年） 61,121 -399 -335 387 722 -64 -60 -75 1,610 588 1,670 663 -4 -0.65% -0.54% -0.10%

26（2014） 60,634 -487 -337 382 719 -150 -168 -149 1,566 555 1,734 704 18 -0.80% -0.55% -0.28%

27（2015） 60,316 -318 -306 402 708 -12 -28 -160 1,682 551 1,710 711 16 -0.53% -0.50% -0.05%

28（2016） 60,033 -283 -344 403 747 147 143 -56 1,694 558 1,551 614 4 -0.47% -0.57% 0.24%

29（2017） 59,698 -335 -397 392 789 62 53 -111 1,650 520 1,597 631 9 -0.56% -0.66% 0.09%

30（2018） 59,453 -245 -344 388 732 99 73 -151 1,815 610 1,742 761 26 -0.41% -0.58% 0.12%

1（2019） 59,100 -353 -479 341 820 126 121 -92 1,734 582 1,613 674 5 -0.60% -0.81% 0.20%

令和2年（2020年） 58,775 -325 -435 342 777 110 113 -96 1,716 511 1,603 607 -3 -0.55% -0.74% 0.19%

（うち外国人） 818 -41 0 3 3 -41 -17 133 150 -24
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率
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５．観光地利用者数

●観光地利用者は
10年前と比べると
増加しているとこ
ろもあるが、ここ
数年は全体的に横
ばい傾向か減少傾
向にある。

出典：千曲市統計書

（単位：人）

平成21年 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和元年
 おばすて田毎の月 28,400 40,600 43,500 41,400 45,700 45,700 52,800 42,800 51,600 54,300 36,800

武水別神社 115,500 112,000 146,000 146,100 125,000 97,000 135,700 154,500 133,400 106,400 145,100

千曲高原 15,300 12,600 18,200 17,400 21,700 18,200 22,500 10,100 20,400 13,300 17,300

あんずの里 212,400 186,300 112,700 163,000 140,000 195,000 120,000 165,000 120,000 115,000 143,000

 科野の里歴史公園 72,800 49,300 95,100 80,300 87,400 64,900 68,300 70,800 79,500 65,400 53,100
 城山史跡公園 16,000 14,200 17,400 16,500 14,900 13,700 14,400 20,000 15,600 13,700 12,700

12,800 7,800 6,600 6,900 7,100 9,000 6,400 6,300 4,100 8,000 5,400 さらしなの里歴史資料館



６．温泉入湯客数

●昭和51年以降、上山田温泉の入客数は昭和
54年をピークに年々減少し、令和元年度では
ピークの約３分の１の305,937人となった。
●戸倉温泉も年々減少しているが、減少率は
上山田温泉よりも緩やか。
●平成28年以降は、戸倉温泉はほぼ横ばいだ
が、上山田温泉は減少傾向にある。

出典：千曲市統計書



７．市内総生産（GDP）

出典：平成30年度（2018年度）県民経済計算年報
（注）市の値は、県の値を従業者数案分などにより推計したもの

人口は毎月人口異動調査より10月1日現在の値

●市のGDPは2013年度以降成⾧を続け、2018年度には2,272億円となった。
●市のGDPと県のGDPとの比率は2018年度で2.64％と2006年以降緩やかに上昇傾向にあるが、毎年度人口比を
下回っている。



８．その他

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

市 802 791 790 787 789

県 836 822 817 811 816

国 939 925 920 919 918

出典：環境省「一般廃棄物処理実態調査」

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

市 1.59 1.48 1.48 1.54 1.40

県 1.58 1.59 1.56 1.57 1.57

国 1.45 1.44 1.43 1.42 1.36

注）市の値は健康推進課より。県と国の値は厚生労働省の「人口動態統計」より

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

214 197 194 190 189

6,754 6,970 7,170 7,348 7,400

187,186 192,527 202,501 215,204 209,098

出典：経済産業省「工業統計調査」、「経済センサス-活動調査」

注）従業者４人以上の事業所のみ。

  平成27年は経済センサス-活動調査の数値。それ以外は工業統計調査の数値。

  事業所数と従業者数は翌年6月1日時点の数値。

  令和元年度は速報値

1日1人あたりのご

み排出量

（g/人/日）

千曲市工業の主要指標

事業所数（事業所）

従業員数（人）

製造品出荷額等（百万円）

合計特殊出生率


